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野 次 郎

花 と 緑 に対す る 関心の高 ま り を 背景 に ， 我が国の花 き

の需要 と 生産 は， 量 的 に も 質的 に も 順調 に 拡大 し て き

た。 しか し近年， 景気の低迷や 国産花 き と 競合す る 輸入

花 き の急増等の影響 を受 け， 業務用需要の減退， 低価格

化等， 花 き 産業 に と っ て 厳 し い状況 と な っ て い る 。 そ の

一方， 家庭消費用 の花 ( い わ ゆ る カ ジ ュ アル フ ラ ワ ー) ， 

ノ fー ソ ナルギ フ ト ， ガ ー デニ ン グ用 の花糧苗等， 生活 に

密着 し た 花 き の 需 要 は 着 実 に 増加 し て い る 。 さ ら に 最

近， 社会的ス ト レ ス の増大や地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 弱体化

が進む 中で， 療法， 情操 面， コ ミ ュ ニ テ ィ 形成等への新

た な利用 も 注 目されて い る 。

I 花きの生産と消費の概況

平 成 7 年 に お け る 花 き 生 産 は， 作 付 面 積 4 万 8 千

ha， 生産額 6 ， 200 億 円， 栽培農家数 15万戸 と ほ ぼ前年

並み に 推移 し た 。 昭和 60 年 と の 比較で は， そ の 間農業

粗生産額が 8%減であ っ た に も か か わ ら ず， 花 き 生産 は

50% の伸び を 示 し ， 農業粗生産額に 占 め る 割合 も 3 . 6%

か ら 5 . 9% に 上昇 し た 。 平成 7 年 の 総作付面積 に 占 め る

花 き 作付面積の割合 は 1 . 0%， 総農家 数 に 占 め る 花 き 農

家の割合 は 4 . 2% に過 ぎ な い が， 粗生産額に 占 め る 割合

は 5 . 9%であ る 。 こ の こ と は， 相対的 に 花 き 生産の優位

さ， 生産性の 高さ を裏付 け る デ ー タ と な っ て い る (表

1) 。 種類別 に粗生産額で見 る と ， 切 り 花が最 も 多 く 平成

7 年で約 50% を 占 め ， 花木， 鉢 も の類が そ れ に 次 ぐ 。 年

次別推移 を 見 る と ， 花木類 は一貫 し て シ ェ ア を 下 げ， 切

り 花類 は平成 5 年 にピー ク (48%) と な っ た あ と 横 ば い

か ら やや減少 と な っ た 。 そ れ に 対 し 鉢 も の ， 花壇苗 も の

類は徐々 に シ ェ ア を 上昇させ て お り ， 今 日 の鉢 も の ・ガ

ー デ ニ ン グ ブー ム を 既 に 先取 り し た も の と な っ て い る

(表一 2) 。 種類 ご と に 主 要 品 目 を 示 す と ， 切 り 花で は キ

ク ， パ ラ ， カー ネ ー シ ョ ン， ユ リ と 続 き ， 三大花 き と 言

わ れ る 前 3 者 を近年ユ リ が追い 上 げて い る 。 そ の き っ か

け と な っ た の は， ‘カサ プ ラ ンカ'に代表され る こ れ ま で

に な い新規性 (豪華さ等) を有す る 種間 (節間) 交雑品

種の開発 と ， 新作型開発 に よ る 周 年供給で あ る 。 鉢 も の

類は単品で は l 位が シ ク ラ メ ン， 2 位シ ン ビ ジ ウ ム で あ

る が， 多様な商品 開発が進む ラ ン類全体で は シ ク ラ メ ン

の 2倍強 の 出 荷量 と な る 。 花木類で は， ツ ツ ジ ， サ ツ

キ ， カイ ヅカイ プ キ の順であ る 。

全国各地で， 立地条件 を生か し た 特徴 あ る 産地作 り が

積極的 に 推進され て お り ， 花 き の 作付面積 2 ， 000 ha 以

上が 6 県 (平成 6 年) ， ま た ， 粗生産額 200 億 円以上 が

8 県 (平成 7 年) と な っ て い る (表-3) 。 茨城 県 の 作付

面積 1 位 は， シパがカ ウ ン ト され る た めであ る 。 生産額

1 位 は愛知県で， 花 き 王国 の名 に ふさわ し く ， キ ク を 中

表 - 1 花 き 農業の地位 (単位:億円， 千ha， 千戸)

区 分 昭55年 60年 平2年 4年 5年 6年 7年

農業粗生産額 (A) 102，293 115，543 112，786 111，376 104，069 112，691 105，846 

花 き 組生産額 (B) 3，012 4，145 5，573 6，018 6，140 6，142 6，233 

B/A (%) 2.9 3.6 4.9 5.4 5.9 5.5 5.9 

総作付面積 (C) 5，706 5，656 5，349 5，205 5，125 5，049 4，920 

花 き 作付面積 (D) 32.7 36.2 45.7 46.1 47.6 47.8 48.4 

D/C (%) 0.6 0.6 0.9 0.9 0.9 0.9 1.0 

総農家戸数 (E) 4，661 4，229 3，835 3，742 3，644 3，644 3，444 

花 き 農家戸数 (F) 139 142 148 150 150 149 146 

F/E (%) 3.0 3.4 3.9 4.0 4.1 4.1 4.2 

lOa 当たり生産額 ( * ) 921 1，145 1，219 1，305 1，290 1，285 1，287 

1 戸当たり生産額 ( * ) 2，167 2，919 3，766 4，012 4，093 4，131 4，271 

1 戸当たり作付面積(a) 24 25 31 31 32 32 33 

注1) : ( * ) : (千円) 2) :農林水産省統計情報部および農産園芸局果樹 花 き 課資料より.

Ornamental Plants Production under the International Distribution By Jiro ASANO 
( キ ー ワ ー ド : 花 き ， 国際化， 輸入， 自給率)
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表 -2 花きの種類別組生産額の推移 (単位:億円， %) 

種 類 昭55年 60年 平2年 4年 5年 6年 7年

切り花類 1 ， 129 ( 37) 1 ， 577 2 ， 444 2 ， 793 2 ， 952 2 ， 860 2 ， 894 ( 46) 

鉢もの類 416( 14) 612 930 1 ， 015 1 ， 009 1 ， 135 1 ， 194 ( 19) 

花壇用苗もの 20( 1) 26 77 101 121 152 174 ( 3) 

花木類 1 ， 330 ( 44) 1，751 1 ， 832 1 ， 810 1 ， 736 1 ， 679 1 ， 679 ( 27) 

球棟類 71 ( 2) 66 74 78 80 68 65( 1) 

芝地被類 46( 2) 103 215 221 243 248 227( 4) ーー・・"ーーー・F・ーー・・ーーーー『曲ー曲ー『ーーーーーー・・・ー・ーー苧---“ーーーーーーーーーー・・・・・ーーーー『ーーーーーーーーーーー明---
合計 3 ， 012 (100) 4 ， 145 5 ， 573 6 ， 018 6 ， 140 6 ， 142 6 ， 233(100) 

注) :農林水産省統計情報部および農産園芸局果樹花き課資料より.

作付面積(ha) 平成6年

表 - 3 主要花き産 地 (平成6年)

生産額 (億円) 平成7年
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全国計 47 ， 789 100 全国計 6 ， 233 100 

注) :農林水産省統計情報部および農産園芸局果樹花き課資料より.

表 - 4 1世帯当たり年間購入量の推移 (単位:円)

切り花購入額

区 分 60年 平2年 4年 5年 6年 7年 8年

園芸品・同用品購入額

7 ， 952 10 ， 788 12 ， 686 12 ， 912 12 ， 581 12 ， 822 12 ， 608 

7 ， 143 7 ， 770 8 ， 273 8 ， 527 8 ， 938 9 ， 939 

合計 17 ， 931 20 ， 456 21 ， 185 21 ， 108 21 ， 760 22 ， 547 

注1) : 総務庁 「家計調査」 より.

2) :園芸品・同用品とは鉢植えの花き ， 草花の種 ， 肥料 ， 除草剤等をいう.

心 と す る 面積当 た り の 高 い生産性 を武器 に， 2 位以下を

さ ら に 引 き 離 しつつあ る 。 埼玉県 は鉢 も の類， 長野県 は
カー ネ ー シ ョ ン等の夏秋期の切 り 花， 三重県 は サ ツ キ ・

ツ ツ ジで生産額 を稼いでい る 。 千葉・福岡・静岡・鹿児

島 県 は ， 適度 な 品揃えで面積 と 金額のバ ラ ン ス の取れた

生産 を行っ て い る 。 し か し なが ら ， 花 き 産地の規模は果

樹や野菜 と 比べ る と 著 し く 零細で， 多 品種少量生産 と な

っ て お り ， ま た ， 概 し て 独立性の強い花 き 経営の特徴か

ら ， 共同選別， 共同販売の実施率 は低い。

花 き の市況動向 に 関 し て は， 数年前 ま では一貫 し て卸

売価格， 卸売総額 と も 堅調 な 伸 び を 示 し て き たが， 最近

は景気後退等 の 影響 も あ り ， 卸売価格 は 停滞傾向 に あ

る 。 景気後退等の影響 は， 冠婚葬祭， ホ テ ル装飾等 の催

事・営業用需要の減退 に 顕著 に 現れた。 消費全体の 3 割

程度 を 占 め る 家庭用 消費 に つ い て も ， 平成 6 年 に は 10

年ぶ り に切 り 花 の 消費金額が前年 を 下 回 っ た が， 平成 7

年 に は再び増加 に転 じ て い る 。 こ れ に 対 し て ， 園芸品・

同用 品 につ い て は， 園芸 プー ム ・ガ ー デニ ン グ等の影響

も あ り ， 順調 に 増加 し て い る (表-4) 。

E 我が園の花き生産の特徴

周 年， 安定 し て 生産 を行 う に は， 周 年 に わ た り 生産 に

適 し た 生産環境 を 作 り 出 す こ と が必要であ る 。 冬の低温

に つ い て は加温 に よ り 生育適温へ の昇温が可能で あ る

が， 夏の高温に つい て は冷房 に よ る 降温が経済的 に 成 り

立ち に く い ので， ほ と ん ど実施されて い な い。 し た が っ

て ， 夏の高温 を克服す る こ と が， 周 年生産体系 を 確立 す

る た め の共通の課題 と な っ て い る 。
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世界の主要 な花 き 生産地 と 我が国各地の年間 の平均気

温の年推移 を 見 る と (図-1， 2) ， 花 き 生産 に お け る 我が

国の気象資源の貧 しさが歴然 と す る 。 オ ラ ン ダ は高緯度

に位置 し我が国 同様季節変化 は大 き い が， 夏が冷涼の割

に は 冬 は 温暖で， 平均気温が マ イ ナ ス に な る こ と は な

い。 アメリ カ の花 き 生産 の 中心地西海岸 は， 夏 は オ ラ ン

ダ と 同程度で冬 は オ ラ ン ダよ り か な り 温暖であ る 。 赤道

直下の高標高地 に あ る コ ロ ン ピ ア ， ケ ニ アでは， 年間の

気候変動がほ と ん ど な く ， 年聞 を 通 じ て 温暖・冷涼な気

候であ る 。 こ れ に対 し我が国で は ， 夏 は 寒冷地 (札幌)

や高冷地 (長野) でさ え 平均気温 は 20 0C を 上 回 り ， 暖

地 (那覇 ) や 温暖地 (名 古 屋) で は 25 0C を 上 回 る 。 こ

の温度 は ， 多 く の花 き に お い て 生育・開花 に 不適な温度

域であ る 。

そ の た め ， 南北 に細長 く ， ま た 平地 と 高地が近接 し，

寒暑の差が大 き い我が国で は， 冬 は 暖地， 夏 は寒・高冷

地， 春 と 秋 は 中 間温暖地 と い う よ う に地域分業的 に生産

が行われ， かつ周年供給がなされて き た 。 こ のよ う な適

地適作 に よ る 季節生産 は ， 露地 あ る い は簡易ハ ウ ス で行

われ， 施設・資材等 に 対 す る 投下 資 本 が少 な い， 燃料

費， 維持管理費が安い， 高度 の栽培技術 を 要 し な い 等の

利点 を有 し て い る ので， 産地形成が容易かつ 自 然発生的

であ る 。 そ の一方， 気象災害 を 受 け易い， 開花期の年次

変動が大 き く 計画的 出荷が困難であ る ， 品質が不安定で

市場性が低 い， 労力分布の偏 り が大 き く 雇用 を 活用 し た

規模拡大が難 し い等， 多 く の 問題 を 抱 え て い た 。 そ の経

営 も ， 家族労力 を 中心 と し た副業的・小規模経営 を基盤

と し て成 り 立 っ て き た 。 し か し な が ら ， 近年の需要の増

大， 市場の大型化， 流通 シ ス テ ム の近代化等 に対応 し て

生産 の安定化 を 図 る た め に は ， 季節的生産 に よ る 組放的
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図ー 1 世界の 主要花き生産 地の年間の 平均気温の変動

注) 理科年表等から柴田が作図

小規模経営か ら ， 施設生産中心の周年化 し た 集約的大規

模経営へ と 移行す る こ と が重要な課題 と な っ て い る 。

余談に な る が， 地域分業的周 年生産か ら 脱却す る こ と

に成功 し た キ ク の例 を紹介す る 。 欧米で は秋ギ ク 品種 を

用 い ， 電照 (長 日 処理) と シ ェ ー ド (短 目 処理) の組合

せ によ る 周 年生産方式が行われて い る が， 夏期高温な我

が国で は 開花遅延， 品質低下等 を 生 じ ， そ の 方式 に よ る

生産 は 困難で， 夏 は寒・高冷地， 冬 は 暖地で行われて き

た 。 そ れ を 改善す る た め 生育相の解明 と 生態的品種分類

に取 り 組み， 夏期の 高温下で も 安定 し て 開花す る 一群の

品種 と ， そ の 開花調節方式 を 確立 し た 。 こ の 解 明 に よ

り ， 夏秋ギ ク 品種 を 用 い る 日 本型周 年生産方式が確立さ

れ， 従来の産地間 リ レ ー 方式 に 代わ り ， 同一産地での周

年生産が可能 と な り ， 施設や雇用 の 周 年化， 経営規模の

拡大が可能 と な っ た 。

施設生産 は， 切 り 花， 鉢 も の， 花壇用 苗 も の そ れぞれ

につい て着実 に 進展 し て い る が， オ ラ ン ダ に比べ る と か

な り 低い水準 に あ り ， 一戸当た り の栽培規模や生産額は

ま だ小さい。 生産性 に 関 し て は施設の 方 が当然高 く ， 単

位面積当た り の生産額で は 3�4倍に達す る ので， 今後，

よ り 高度 な生産技術の 導入・普及 に よ り ， そ の較差 はさ

ら に拡が る も の と 思われ る 。 な お， 平成 5 年の 記録的冷

夏 は ， 花 き 生産 に も か な り の 影響 を も た ら し た 。 野菜・

茶業試験場が行 っ た 被害状況調査 に よ る と ， 被害の 主 た

る 原因 は長雨， 低温， 寡 日 照， 多湿等 に よ る も ので， 被
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図 - 2 我が国の各 地の年聞の 平均気温の変動

注) 理科年表から柴田が作図
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表 - 5 花きの種類別輸入金額の推移 (単位:百万円)

種 類 昭55年 60年 平2年 4年 5年 6年 7年 8年

球根 575 764 5.433 9.135 9.584 11.284 14.657 18.560 

植木等 802 1.996 4.434 5.143 4.520 5.297 5.910 7.401 

切り花 3.978 5.312 16.645 16.165 17.556 19.586 20.287 18.589 

葉・枝の部分 333 442 1.290 1.597 1.877 2.456 3.159 4.047 
ー箇箇ー"・ーーーーーー『骨岨ーーーーーー・ーー胃骨・ー・・・・・・・・・・・ー--晶- -ーー・・・・・・・副・・ーー・圃幽ーー田・ーーー・・岨ーー骨- --骨量.

ぷ口会民 計 5.688 8.514 27.803 32.040 33.537 38.623 44.013 48.597 

注) :大蔵省 「日本貿易月報」より.

表 - 6 切り花類の需給状況 (単位:百万本)

区 分 昭55年 60年 平2年 4年 5年 6年 7年

圏内生産量 3.852 4.250 5.316 5.624 5.594 5.547 5.582 

輸入量 82 123 358 384 595 808 1.008 

輸出量 。 。 。 。 。 。 。
国内需要量 3.934 4.373 5.674 6.008 6.189 6.355 6.590 

ー・ーーーー『ーー・・・・・・・ーーーーーーーー--・・・・ー・・』ーーー- -・・ーーーーーー- -・・・ーーーーー・・---胃・・ーー- -

指数 100 III 144 153 157 162 168 

自給率(%) 97.9 97.2 93.7 93.6 90.4 87.3 84.7 

注) :農林水産省統計情報部および農産園芸局果樹花き課資料より.

表 -7 球根類の需給状況 (単位:百万球)

区 分 昭55年 60年 平2年 4年 5年 6年 7年

園内生産 量 588 515 473 452 417 391 368 
輸入量 75 63 295 281 330 399 518 
輸出量 24 22 8 5 25 12 3 
圏内需要最 639 556 760 728 722 778 883 

』ーーー-ーEーーEーEー-ーーーー『帽ーーー----ー・ ・ー「ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・"ーーーー- -・h・・・・・ーー・ー

指数 100 87 119 114 113 122 138 

自給率(%) 88.3 88.7 6l.2 6l.4 54.3 48.7 4l.3 

注) :農林水産省統計情報部および農産園芸局果樹花き課資料より.

害の内容 は病害発生 に よ る も の が多 く ， 次 いで生育不良

によ る 収量・品質の低下な どであ っ た 。 し か し な が ら ，

そ の発生程度 は露地 と 施設で明 ら か に 違 い が見 ら れ， 露

地で大 き く 施設で小さし施設生産の優位さが改めて浮

き 彫 り にされた。

我 が 国 の 切 り 花 消費量 の 15 . 3% を 占 め て い る 。 平成 4

年は圏内市況が思わ し く な か っ た こ と な どか ら ， 輸入数

量， 金額 と も 減少 し た が， そ の後 は 市況の安定 と と も に

増加 に 転 じ ， 増勢 を 維持 し て い る 。 し か し平成 8 年 は ，

圏内卸売価格の低迷， 著 し い 円高 の反動， オ ラ ン ダの航

空運賃の値上 げ等か ら 輸入が停滞 し ， 金額で前年対比

97% と な っ た (表 5， 6) 。

こ のよ う に ， 我が国 の花 き 生産 は， 気象資源， 土地資

源等様々 な 面 に お い て 高 コ ス ト 体質であ り ， 距離および

海 と い う 自 然的隔離 と 生鮮品 の特性 に よ り ， 大幅な輸入

圧力を し の いで き た。 し か し ， 円高 を含め近年の相対的

な輸送 コ ス ト の低減， 鮮度保持技術の進歩等 によ り そ の

有利さは消 えつつあ る 。

皿 花きの輸入動向

花 き の輸入 は切 り 花類 (切 り 花 と 切 り 薬， 切 り 枝 の合

計) を 中心 に 増加傾向で推移 し て お り ， 平成 7 年の輸入

金額 は， 23 4億 円 と 昭和 60 年対比で約 4倍 と な っ た 。

数量ベ ー ス で見 る と 約 10 億 800 万本 (平成 7 年) で，

球根類 ( ユ リ ， チ ュ ー リ ッ プ等) の輸入 の 急増 は 隔離

検疫制度の適用拡大 によ る も ので， 手続 き の簡便 さ と 円

高 に よ っ て 急増 し た 。 品質的 に優れ， 相対的 に 安値 と な

っ た輸入物 に対抗 し き れず， 圏内 の球根生産 は減少傾向

に あ る 。 輸入物 を利用 し た 新 し い抑制作型が確立された

結果， 全体 と し て 消費量 は増加 し て お り ， 球根輸入が新

た な 需 要 の 開拓の呼び水 に な っ た こ と は 間 違 い な い

(表 ー 7) が， 国産 品が そ の 流 れ に 乗 り 切れ て い な い の は

残念であ る 。

国別・品 目 別 に そ の 特徴 を 見 る と (図-3) ， 数量 的 に

一一一 6 一一一
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図 3 切り花類の国別・品目別輸入数量割合(平成7年)

(切り�， 切り枝を含む切り花類10億本の内訳)

は サ カ キ ， シ ダ等の切 り築 ・ 切 り枝 が多 く を 占 め る 。 国
産 の サ カ キ 類 は 中国産に よ り相 当 の ダ メ ー ジ を受 け て い
る 。 タ イ か ら の ラン 類に つ い て も 同様 の状況 があ り ， 輸
入品の中心を占 め る デン ファ レ は ， か つ て は沖縄県の特
産品 目 であ っ た。 母 の日 の カ ー ネ ー シ ョン は世界 中 か ら

輸入され ， 近年の イン ド か ら のパ ラ輸 出 は ， 物量 に よ る
市場支配かと恩われ る よ う な安値と 数量で， 量販庖 や ホ
ー ム セン タ ー に並 んでい る 。

それと は 別 に ， カ ジ ュ ア ル フ ラワ ー 用 等 に 品 目 を 限定
し， 我 が国の消費動 向 に 見合 っ た 供給 を 実現す る た め，

輸入商社主導 の開発輸入 も 増加 し て い る 。 海外 に自 をil虫
ずれ ば， ケニ ア ， コロン ビ ア 等周 年温暖な熱帯 ・亜熱，階
の高標 高地 を利 用 し ， 全世界 を マ ー ケ ッ トと し た 切 り 花

生産が進行 し て お り ， そ の世界戦略 は我 が固 にと っ て も
脅威と な り つ つ あ る 。

これ ら の現状 を踏まえ ， 今後 は景気動 向 を 受 け に く い
家庭用 消 費 を 中 心 に ， 花 の あ る 生活 を よ り 身近 な も のと
し て普及 ・ 定着 さ せ る こと に よ り ， 家庭用 の み な ら ず花
き 全体の需要の拡大 に 結 びつ け る こと が重要で あ る 。 技
術面か ら は， 需要動 向 に即 し た 高品質な花 き を低 コス ト
で周 年 ・ 安定的に供給 す る た め の ， さ ら な る 生産 ・ 流通
技術の高度化 を推進す る 必要 が あ る 。

W 侵入病害虫とのかかわり

輸入 され る 花 き は ， 消費地 に 運 ばれ て寿命 を 終え る 切
り 花類ばか りと は 限 ら な い。 低 コス ト 生産 を 目指 し て 世
界 的 な分業が進行 し て お り ， 指 し芽， 挿 し穂、， 苗， 育成
途 中 の植物体等の輸入が著 し く 増加 し て い る 。 これ ら 生
産現場 に持 ち込まれ る 原材料や 中間生産物が病害虫 に 汚
染 され て い る場 合の影響 は ， 前者に比べ格段 に 大 き い。
栄養繁殖性 の も の が多 い花 き で は， 近年の種苗生産 シス
テ ム に 乗 っ て さ ら に拡散 され る 。 近年， 難防除病害虫と
し て 問題 に な る ほと ん どが侵入性 病害虫で あ る 。 花 き 生
産が， それ ら侵入病害虫の生存 ・ 増殖に好適 な施設中心
であ る こと も拍車 を か け て い る 。

同 じ生鮮 物で あ り な が ら ， 果樹や野菜に比べ花 き は輸
入 に よ る 病害虫の侵入が起 こ り や す い状況 に あ る よ う に
思われ る 。 規制緩和 は 世界 的 な 流れ であ り ， 水際の み で
それ を く い止 め る こと は 困難な状況 に あ る こと を認識 し
た うえ で， ど う 対処 す る か を 考え る 時期 に 来 て い ると 考

え る 。
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